
資料３：近年の大規模高潮災害に係る国内外の事例

①国内外の異常気象の事例
②激烈な台風による高潮災害の事例：台風ＨＡＩＹＡＮ（2013、フィリピン）

③都市部被害の事例：ハリケーン・サンディ（2012、ニューヨーク）
④低気圧による高潮の発生事例 (2014、根室）



①国内外の異常気象の事例：高潮・高波

1資料：第１回沿岸部（港湾）における気候変動の影響及び適応の方向性検討委員会

サイクロン シドル(2007年11月11日)

最低中心気圧944hPa 最大風速69m/s

• バングラデシュにて甚大な高潮被害発生。
出典）バングラデシュ サイクロン災害緊急調査報告(土木学会調査報告)

サイクロン ナルジス(2008年5月2日)

最低中心気圧 962hPa 最大風速66m/s

• 2008年5月2日夜にミャンマー・ヤンゴン南西部イワラジ河口デ
ルタに上陸したサイクロン・ナルジスは、上陸時風速50m/sであ
り、ハリケーン・カトリーナに匹敵するカテゴリー４に相当。

• サイクロン接近に伴い発生した高潮により多くの人命が失われ、
多くの家屋が破壊。

• ヤンゴン港も破壊され、係留中の船舶の多数が沈没。バングラ
デシュにて甚大な高潮被害発生。
出典）国土交通省港湾局交通政策審議会港湾分科会 防災・保全部会 資料

ハリケーン・カトリーナ（2005年8月29日）
最低中心気圧 902hPa（カテゴリー5） 上陸時の気圧 918hPa（カテゴリー4）

• ルイジアナ州、ミシシッピ州、アラバマ州のメキシコ湾岸で甚大な被害が発生、ニューオー
リンズ市域では80%に相当する約370㎢が浸水。

• メキシコ湾に直接面した海岸では、高潮・高波によって建物が破壊された。また、バージや
ボート、コンテナの漂流被害が発生した。
出典）ハリケーン・カトリーナによる米国メキシコ湾岸の高潮災害の現地調査（港湾空港技術研究資料No.1121）

ハリケーン・ウィルマ（2005年10月）
最低中心気圧 882hPa（カテゴリー5）

• 5002年10月にカリブ海で発生したハリケーン・ウィルマは、北西太平洋海域のハリケーン
としては観測史上最低の気圧882hPaを記録した。

• バハマ領グランドバハマ島では高さ3.7m以上の高潮が観測され、中には6.1mに達したと
ころもある。高潮による浸水は海岸から300m以上に達したところもあり、800棟が浸水した。

出典）国土交通省港湾局交通政策審議会港湾分科会 防災・保全部会 資料

平成25年台風30号（Haiyan）（2013年11月8日）
最低中心気圧 895hPa

最大風速65m/s 最大瞬間風速90m/s

• ８日午前フィリピン中部に上陸、暴風・高潮被害が発生。

• 現地調査結果によると、甚大な被害を受けたサンペデロ湾
周辺は、暴風と高潮による被害が大部分で、高潮は沿岸部
で5m～6mに達し、津波のほうに段波状になって沿岸部を
襲ったものとされる。

出典）気象庁HP（台風位置表）、2013年フィリピン台風Haiyan高潮災害に関
するJSCE-PICE合同調査報告会資料

平成11年台風18号（1999年9月21日）
最低中心気圧 930hPa 上陸時の気圧 950hPa

• 熊本県に上陸。八代海で高潮が発生、不知火町では高潮浸水により12名の犠牲者が
発生した。

• 宇部市では高波による越波の浸水被害が発生した。
出典）気象庁HP

平成16年台風16号（2004年8月27日）
最低中心気圧 910hPa 上陸時の気圧 950hPa

• 鹿児島県に上陸後九州を縦断。瀬戸内海の沿岸に高潮が発生し、高松市などで甚大
な被害が発生した、高松港や宇野港で既往最高潮位を観測した。

出典）気象庁HP

20年冬期風浪（2008年2月24日）
• 富山湾沿岸において、地元では寄り回り波と呼ばれるうねり性波浪の高波が発生し、
海岸施設、港湾施設および背後地の被災が発生した。

出典）気象庁HP

平成21年台風18号
最低中心気圧 910hPa 上陸時の気圧 955hPa

• 三河港において最大潮位偏差2.6mを記録、高潮により浸水被害が発生した。
• コンテナ等の漂流被害が発生した。

出典）気象庁HP、平成21年台風18号による三河湾における高潮（10月8日）報告（名古屋地方気象台）



①国内外の異常気象の事例：洪水等

2資料：第１回 新たなステージに対応した防災・減災のあり方に関する懇談会



②激烈な台風による高潮災害の事例：台風ＨＡＩＹＡＮ（2013、フィリピン）

3資料：第１回沿岸部（港湾）における気候変動の影響及び適応の方向性検討委員会



③都市部被害の事例：ハリケーン・サンディ（2012、ニューヨーク）

4資料：第１回新たなステージに対応した防災・減災のあり方に関する懇談会



③都市部被害の事例：ハリケーン・サンディ（2012、ニューヨーク）

5

■高潮による道路トンネル・地下鉄への浸水被害、復旧の概要

● MTA（Metropolitan Transportation Authority）が管理する7 本の地下鉄トンネル及び2 本の道路トンネル、

PATH（Port Authority of NY & NJ）及びAmtrakの鉄道トンネルが浸水したほか、地下鉄の駅なども浸水した。

● 地下トンネルからの排水作業は、MTA・陸軍工兵隊・海軍が協力して被災翌日から開始。

地下鉄は被災後1 週間で57％、9 日後では98%が復旧した。



④低気圧による高潮の発生事例 （2014、根室）

6

 平成26年12月、根室市付近では最低気圧952hPa、最大風速26.1m/sの温帯低気圧が観測され、市街
地まで達する高潮が発生した。

 民家や工場の浸水被害、車両の被害、土砂の散乱、船舶の損傷・漂流、漁具の散乱等の被害が発生し
た。

①高潮等による堤外地の
資産への浸水被害

②船舶等の漂流物による被害

資料：北海道開発局報道発表資料より


